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概要 
下田臨海実験センターの研究グループは、2015 年

に伊豆諸島の式根島において、海底から二酸化炭素
(CO2)が湧き出している CO2シープを発見した。CO2
シープは、海洋酸性化が進んだ環境であると考えら
れ、酸性化が海洋生態系に与える影響を調べること
ができる環境として、世界中で大いに注目されてい
る。当センターでは、式根島にステーションを設け、
CO2シープの詳細な研究を行っている。 
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１．はじめに 
CO2 の増加が地球温暖化を引き起こすことは広く

知られているが、近年大気に放出された CO2の一部
が海に吸収されて起こる海洋酸性化も注目されてい
る。CO2 が海に溶け込むことによって、海水の pH
が低下し、最近の pH の低下は過去 1 億年の中でも
最大であると予測されている。pH 低下が海洋生態系
に及ぼす影響を明らかにすることは、CO2 増加によ
って海洋酸性化が進行した将来の海を知る上で非常
に重要である。下田臨海実験センターの研究グルー
プは伊豆諸島の式根島で CO2 シープを発見し[1]、こ
れは世界で 4 か所目であり、温帯太平洋では世界初
の CO2 シープである(図 1)。式根島では御釜湾と足
付海岸の 2 か所で CO2の噴出が確認されており、こ
れまでの調査からどちらも海洋酸性化の研究に有用
であることが明らかにされている。 
遠隔地での研究は、長期滞在ができない、機器を

持ち込めない、サンプルの運搬に時間がかかってし
まうなど、詳細なデータを得るために不可欠な部分
で制約を受けることが多い。そのため、当センター
では式根島に研究および宿泊施設を兼ね備えたステ
ーションを立ち上げ(図 2)、海洋酸性化に関する様々
な研究に乗り出している。また、日本の研究施設の
みならず、イギリスやイタリアなど海外の研究者と
の国際共同研究も始まっている。 

２．研究 

2.1  船舶を利用した調査 
 下田臨海実験センターから研究調査船「つくば

Ⅱ」で式根島に行く場合もあり、調査地点に直接向
かって潜水調査などを行う(図 3)。また、ステーショ
ンへの機器等の運搬も迅速に行うことができ、スム
ーズな調査が可能である。また、和船「あかね」を
用いて pH の測定、採水を調査地点で網羅的に行う
ことで、調査地点の pH の変動をマッピングした。

さらに、研究地点とコントロール地点で同時刻の状
況を比較する場合に、「つくばⅡ」と「あかね」の
両方で調査を行うことで、2 地点で同時に同様の調
査を遂行することも可能である。 

図 1. A：式根島の地図．B：式根島．C：CO2の

噴出． 

図 2. 式根島ステーションの開所式． 

図 3.「つくばⅡ」を用いた潜水調査． 
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2.2  潜水およびシュノーケリングによる調

査 
実験群とコントロール群で定期的に pH や水温等

の変化をモニタリングして比較することは、海洋酸
性化の状況を把握する上で重要である。そのため、
櫓状の土台を作成し、それに各センサーを取り付け、
スキューバ潜水により海底に設置した。岩盤への固
定は、水中用ドリルで岩盤に穴を開け、アンカーボ
ルトによって行った(図 4)。定期的にセンサーを回収
し、データ抽出を行っている。 
また、酸性化がサンゴに及ぼす影響を調べるため、

プレートに接着したサンゴを両地点に移植したこと
(図 5)や、付着板を固定して付着生物の調査などを行
った。 
海底の状況を比較するため、チェイントランセク

ト、およびポイントインターセプトトランセクトに
よる海底起伏の調査やキャノピーの高さの調査も行
った。生物相の調査も始まっており、両地点におい
て魚類個体群の調査や、コドラートを用いたフジツ
ボなどの生物群集の調査も行っている。 

３．まとめ 
CO2の増加が続くことで、未来の海では CO2が海

水に溶け込み pH が低下し、酸性化が進むことが考
えられる。式根島の CO2シープは、酸性化が進んだ
未来の海を想定することができる。そのため、その
周辺の生態系全体に対する海洋酸性化の影響を自然
条件下で調べることで、生態系を構成する生物種の
増減や絶滅の危険性などを予測することが可能にな
る。以上のように、式根島の CO2シープは地球規模
での海洋酸性化の影響解明に大きく貢献でき、そこ
に位置する式根島ステーションは、今後もそれらの
研究において中心となる施設であり、様々な研究に
柔軟に対応できることが必要である。 
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図 4. スキューバ潜水によるセンサー取り付 
け用の櫓の設置． 

図 5. 御釜湾に移植されたサンゴ． 
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